
とともに、WTPに回答者の個人属性や同学習に

対する認識などが与える影響を分析した（図

2）。その結果、地域住民は同学習に対して、

児童による「自然との共生感」「学びや経験に

対する意欲・関心」の獲得といった学習効果を

期待していることとともに、同学習プログラム

の実施に対するWTPを尋ねた結果からは、現行

の滋賀県の自然体験学習3事業（うみのこ事

業、やまのこ事業、たんぼのこ事業）に対する

負担額を上回る金額の回答が得られたことか

ら、少なくとも同県においては現行の同学習事

業を充実・強化するための費用を予算化するこ

とも可能であることを指摘した。

第5章

　地域の自然環境を保全する活動として、高島

市朽木においてトチノキ保全運動に取り組む市

民団体の活動（図3）に着目し、Rhodesのガバ

ナンス論を適用することにより同保全活動の展

開過程を分析した。その結果、自然体験学習の

学習者が保全活動に参加する上で、地域におい

て市民団体が活動を発展継続していることが市

民の参加の機会を増やすために重要であるこ

と、また、そのような保全活動を支援していく

上で、市民団体のガバナンスに配慮した、地方

自治体による側面支援が有効であることなどを

指摘した。

第6章

　以上の論考を総合して、環境志向的な行動を

促進するために地方自治体に求められる施策の

あり方について検討した。その結果、コミュニ

ティ・スクールや学校支援地域本部、中間支援

組織といった既存の制度や組織の役割や課題も

踏まえた上で、小学生の自然体験学習を推進す

るための事業化のあり方としては、同学習の質

や効果に関する学校間の格差を解消するために

地方自治体が主体となり行政区域共通の学習プ

ログラムを実施することなどを、学習プログラ

ムに求められる内容としては、自然との共生感

や学びや経験に対する意欲・関心を高めていく

ために動植物を直接観察する学習を導入するこ

となどを、さらに、自然環境保全活動を支援す

るための事業のあり方としては、保全団体の主

体性やガバナンスに配慮しながら、地域の自然

環境が抱える問題や保全活動の情報を発信した

り、団体の活動経費を補助したりする側面支援

を行うことや、地域社会の取り組みに対してい

つでも支援可能な汎用的な制度を整備すること

などを提案した（図4）。
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　本論文では、著者の関連業績(1)～(4)に基づ

き、生態系サービスの持続的な利用を実現する

ために、地方自治体に求められる環境志向的な

行動を促進するための施策のあり方について検

討した。より具体的には、小学校における自然

体験学習の推進を市民団体による保全活動の推

進とともに環境志向的な行動を促進するための

地方自治体の環境施策の中に位置づけ、小学生

の自然体験学習を推進するための事業化のあり

方と学習プログラムに求められる内容について

と、地域住民による保全活動を支援するための

事業のあり方について検討した。

　論文は6章によって構成され、それぞれの章

の概要は次のようになる。

第1章

　序論として、自然環境から人々が受ける恩恵

（受益）と自然環境の保全の必要性、自然環境

の保全に向けた、地域住民による保全活動を推

進する必要性と環境志向的な行動を実践できる

人材育成に向けた自然体験学習の意義について

述べた。併せて、自然体験学習の主な実施主体

である学校における同学習への取り組みの歴史

や課題、滋賀県における自然環境保全活動の現

状や課題について概観した上で、学校における

同学習や住民による保全活動を推進し、環境志

向的な行動を促進していく立場にある地方自治

体の役割や課題について自然体験学習を中心に

整理した。 

第2章

　本研究における主要な調査である「自然体験

学習に関する学校教諭に対するアンケート調

査」「自然体験学習に関する農山村住民に対す

るアンケート調査」「市民団体による保全活動

の展開過程の分析」のそれぞれのテーマの背景

となる先行研究の動向などについて文献調査に

より整理した。その結果から、自然体験学習の

実施においては3日間から5日間（2泊から4泊）

程度の学習プログラムで実施することが同学習

の効果を高める上で有効であるが、そのような

長時間の、特に宿泊を伴う学習プログラムを導

入する場合には、学校の教諭の負担にも配慮し

た、十分な支援体制の整備が不可欠であること

を指摘した。

第3章

　自然体験学習の実施主体として重要な役割を

担う、小学校の教諭の認識に着目し、自然環境

の保全の受益の観点から同学習を捉えた上で、

滋賀県の小学校教諭の同学習に対する認識や取

り組みの状況をアンケート調査により把握し

た。その結果、滋賀県で同学習を行う意義に関

しては、回答として「琵琶湖」に関する記述が

多いことや、最も学習効果が期待される学習場

所として「湖」を選択した教諭は、児童の獲得

する資質・能力として「自尊感情」「郷愁」と

いった「アイデンティティ」の形成をより重視

する傾向が見られたことを報告した（図1）。

また、児童が獲得する資質・能力について、3

割以上の教諭が「人間関係能力」の向上を期待

しており、学習効果が期待される学習場所とし

ては「森林」や「河川」などの、身近な自然環

境が選好される傾向があることを明らかにし

た。

第4章

　滋賀県の農山村地域の住民の自然体験学習に

対する認識について、居住地による認識の違い

に着目しながらアンケート調査により把握し

た。併せて同学習の効果に対する住民の評価を

仮 想 的 市 場 評 価 法 （ C V M 　 : 　C o n t i n g e n t 

Valuation Method）により支払意思額（WTP: 

Willingness-to-Pay）として定量的に把握する

　17世紀以来、メコンデルタは、クメール族、

ベト族、中国人、イスラム教系チャム族に代表

される多くの民族のコミュニティが住む地域と

なっている。その結果、同じ土地において多様

で独特の民族が互いに影響しながら、区別的に

自らの文化的および宗教的個性を保持してい

る。したがって、文化、社会、信念、建築に対

するこうした集団の干渉や影響は明らかであ

る。その意味で、メコンデルタにおけるイスラ

ム教系チャム族コミュニティと彼らの建築の存

在は、モスクの建物、川の隣にある木造の高床

式家屋だけでなく、移住過程の歴史的な堆積物

の結果であり、ベト族、クメール族、中国人な

ど他の民族とイスラム世界との相互の結束の結

果である。本研究は、イスラム教系チャム族の

既存の村と伝統的な住居の歴史的な形成と変容

を明らかにすることで、イスラム教系チャム族

におけるメコンデルタの地域建築の個性と民族

の多様性を研究することを目的としている。

　著者はこの研究を歴史的文書に基づいてお

り、2017年から2019年までの集中的な現地調

査によって、村内の2,042戸と村の境界外にあ

る506戸を含む2,548戸のチャム族の9村の現状

を調査した。特に、既存する1,988のイスラム

教系チャム族の住居と151の住居計画図のデー

タベースの記録と編集を行い、9つのイスラム

教系チャム族の村とメコンデルタのアンザン省

にある現存する古い民家の境界が記録された。

都市部では、イスラム教系チャム族の村は、独

特で、統一された構造的固有性を持つ川を基盤

とする生活を続けている。すべての村には境界

が定められ、またモスクがコミュニティの中心

にある宗教的ランドマークとして位置付けら

れ、この地域でのイスラムの支配的な影響力が

強調されている。さらに、イスラム教系チャム

族の伝統的な家屋はイスラム教の原則に従って

いる。

　これらの理由により、イスラム教系チャム族

コミュニティの発展における伝統的な価値を維

持し、ベトナムの民族建築のデータベースを補

充するために、本研究は不可欠である。また、

ベトナムのメコンデルタで起こっている急速的

な都市化の背景で、現地の文化的多様性を維持

するための重要な基盤でもある。さらに、本研

究は東南アジア地域のイスラム建築に関する新

たな知見にも貢献する。
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